
































































































































































































































































































































親と話す時間を多くする ○ ○ ○ ○ ○
















○ ○ ○ ○ ○
保護者の言葉が分かる ○ ○ ○ ○ ○ △ ○
親の行動 ○ ○ ○
















○ ○ ○ ○ ○
同じルーツ・文化を持つ地域の
人と情報交換・連携
















○ ○ ○ ○ ○ ○
違いを認める ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
安心で安全なサポート体制 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
要求をお互いにストレートに出
せる関係作り
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
親子間コミュニケーション ○ ○ ○ ○ ○ ○
日本を好きになってもらう ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○


























   聞けてよかった。
・伝えたいことは伝えました。
・さまざまな立場の方が集まって考えを話しつながることの大切さを再確認できました。今日
この時間の集まりに留めることなく、今後も協力したり意見交換する場を持てればと思いま
す。ありがとうございました。
・日頃の枠から飛び出して、新たな視点から考えることを学んだワークショップでした。まだ
まだ体制も整わず、いろいろ問題点もあるのですが、これから切り開いていく楽しさもある
かもしれません。若い人が頼もしいです。
・とても勉強になりました。自分以外の立場から見ることができたり、考えたりすることが勉
強になりました。
115Ⅲ　グループワーク「課題の解決策のアイデアを考える」
　Dグル プーでは、「保護者と連携をするには」という
テーマで話し合った。トランスナショナルな子どもた
ちの教育に関わるなかで、保護者との関係は非常に重
要なポイントになる。子どもたち本人が強く進学を望
んでいても、保護者の理解を得られないと進学は難し
い。大学進学を果たした2人のトランスナショナルな
若者を交えてのワークショップでは、「子どもと保護者
の関わり」と「支援者と保護者の関わり」両方の視点か
ら保護者との連携を考えることができた。
　まず、話のなかで挙げられたのは、「学校関係者」と
「地域の支援者」のちがいである。学校関係者は保護
者との連絡が比較的容易に取れるが、地域の支援者
は保護者と話をすることがそもそも難しい。保護者と
顔の見える関係を築き、なるべく話す時間を多くする
ことが必要という話があった。保護者と顔の見える関
係を作るためにはまず、学校関係者や地域の支援者、
また子どもたちの先輩である同国出身の若者たちなど
多様な担い手同士がつながって連携することが必要不
可欠であると感じた。
　保護者と共に子どもたちの教育を考えるためには、
保護者に日本の教育制度を理解してもらうことが大切
である。学歴を重視する日本社会においては、高校
や大学に進学するかしないかで人生を左右することに
なる。学校のシステムのちがいや考え方のちがいなど、
日本の学校教育を理解してもらうには長期的に丁寧に
伝えていく必要がある。教育の大切さを理解してもらっ
たうえで、子どもと保護者と教育者が協力し合って進
学を目指していくことが大切である。
　保護者に日本の学校や子どもの教育に積極的に参
加してもらうためには、学校に足を運んでもらう機会
や他の保護者とコミュニケーションをもつ機会を提供
することができるのではないかという意見があった。
日本人の保護者の交流の場を設けたり、同じルーツを
もつ保護者と話す機会を設けたりすることで、情報交
換をしながら連携しあう環境づくりができるのではと
いう話があった。
　保護者が積極的に子どもの教育や他の保護者、支
援者との接点を持てるような環境を提供するととも
に、保護者が自国の文化を発信する場をつくり、お互
いのちがいを知ったうえでちがいを認め合えるような
関係づくりが必要だという話がでた。ちがいを認め合
い、理解することは容易ではないけれど、日本の教育
システムを知ってもらい、子どもの教育を考えてもらう
だけではなく、教育者や支援者が保護者の文化や考
え方を知り、理解することも忘れてはいけない。
　子ども、保護者、支援者が同じ方向に向かって進ん
でいけるような関係づくりをするために必要なことに
ついて、支援者の視点、子どもの視点から話をするこ
とで、支援者同士で話をするだけでは見えてこないこ
とも見えてきた。今後、「保護者との連携」について考
える場を設ける際には、子育て中の外国人保護者や
子育てを終えた外国人保護者も交えて話し合いができ
れば、さらに多様な視点から考えることができるので
はないかと感じた。多様な子どもたちの将来を多様な
担い手が連携して議論することで、新しい方向性が見
えてくる可能性を感じた。トランスナショナルな子ども
たちやその保護者、学校関係者や地域の支援者、研
究者、一人ひとりのチカラを合わせることで、次の世
代の子どもたちの教育を良い方に変えていけるよう、
今後もこのような取り組みに参加していきたいと思う。
参加者の声
田中裕子 （（特活）多文化共生センター大阪）
